
令和5年宮入道中の様子

例
大
祭
に
つ
い
て
総
代
・
世
話
人

会
で
審
議
さ
れ
、
宵
宮
10
月
12
日

（
土
）・
本
宮
10
月
13
日（
日
）に
斎
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
宵
宮

で
は
龍
神
神
輿
お
よ
び
女
神
輿
の
渡

御
、
本
宮
で
は
本
社
神
輿
お
よ
び
子

供
神
輿
の
渡
御
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
宵
宮
祭
は
10
月
12
日（
土
）

午
後
８
時
に
田
無
神
社
社
殿
で
斎
行

し
ま
す
。
宵
宮
の
龍
神
神
輿
お
よ
び

女
神
輿
の
渡
御
は
午
後
５
時
半
に
御

仮
屋
か
ら
出
御
し
、
午
後
７
時
半
に

田
無
神
社
立
体
駐
車
場
２
階
入
り
口

に
還
幸
し
ま
す
。
例
大
祭
祭
典
は
10

月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
に
田
無
神

社
社
殿
で
斎
行
し
ま
す
。
本
社
神
輿

は
午
前
10
時
45
分
に
田
無
神
社
社
殿

前
か
ら
出
御
し
、
午
後
３
時
45
分
に

還
幸
し
ま
す
。
そ
の
後
、
午
後
４
時

か
ら
第
１
回
目
の
宮
入
道
中
神
事
、

午
後
４
時
20
分
か
ら
第
２
回
目
の
宮

入
道
中
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
社

神
輿
還
幸
祭
は
午
後
４
時
半
に
田
無

神
社
社
殿
で
斎
行
し
ま
す
。
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本
宮
10
月
13
日
（
日
）
午
後
４
時

か
ら
の
宮
入
道
中
神
事
で
は
、
本
社

神
輿
が
境
内
参
道
を
２
往
復
し
、
威

勢
の
良
い
掛
け
と
共
に
進
み
ま
す
。

本
社
神
輿
が
社
殿
還
幸
時
に
、
神
社

関
係
者
ら
が
神
輿
に
向
か
っ
て
紙
吹

雪
を
撒
き
、
祓
い
清

め
を
行
い
ま
す
。
安

全
対
策
と
し
て
、
境

内
参
道
の
両
脇
に
ロ

ー
プ
を
貼
り
、
参
拝

者
の
通
行
・
往
来
を

一
時
的
に
制
限
し
ま

す
。
ご
参
拝
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

例
年
、
お
子
様
に

太
鼓
を
曳
い
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

神
輿
供
奉
の
隊
列
が

長
く
な
り
、
交
通
渋

滞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
小
学

校
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
お
子
様
に

は
、
本
社
報
（
４
頁
）
に
記
載
し
て

い
ま
す
、「
子
供
神
輿
の
担
ぎ
手
」に

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①

田無神社社報 （令和6年10月1日発行）

宮
入
道
中

子
供
太
鼓
曳
き

中
止
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年

田
無
神
社
例
大
祭

特別カラー号



千貫神輿と記念撮影 クレーンで運ばれる千貫神輿

祭
典
委
員
長　
鴨
志
田
隆
殿

祭
典
副
委
員
長　
海
老
澤
孫
次
殿

祭
典
副
委
員
長　
中
村
勇
殿

祭
典
副
委
員
長　
濱
野
智
治
殿

祭
典
副
委
員
長　
新
井
浅
浩
殿

神
幸
委
員
長　
村
田
建
三
殿

境
内
委
員
長　
岡
部
長
敬
殿

太
鼓
委
員
長　
細
田
勇
雄
殿

神
幸
相
談
役　
下
田
信
助
殿

神
幸
相
談
役　
石
井
重
夫
殿

神
幸
副
委
員
長　
鵜
野
義
雄
殿

神
幸
副
委
員
長　
常
田
青
児
殿

神
幸
副
委
員
長　
清
水
正
幸
殿

境
内
副
委
員
長　
大
澤
力
殿

境
内
副
委
員
長　
中
野
恭
一
郎
殿

境
内
副
委
員
長　
並
木
善
衛
殿

太
鼓
副
委
員
長　
濱
野
祐
次
殿

太
鼓
副
委
員
長　
行
橋
良
和
殿

御　
　
旗　
　
　
松
川
武
司
殿

御　
　
旗　
　
　
小
泉
吉
男
殿

御　
　
旗　
　
　
安
田
庄
次
殿

鉄　
　
杖　
　
　
大
谷
辰
夫
殿

鉄　
　
杖　
　
　
矢
ヶ
崎
宏
行
殿

会　
　
計　
　
　
海
老
沢
進
殿

会　
　
計　
　
　
肥
沼
岳
行
殿

奉  

納  

受  

付　
新
倉
庄
次
郎
殿

神  

幸  

委  

員　
野
口
勉
殿

神  

幸  

委  

員　
尾
林
長
承

境  

内  

委  

員　
笠
原
末
雄
殿

境  

内  

委  

員　
新
井
鉄
夫
殿

境  

内  

委  

員　
下
田
二
三
四
殿

境  

内  

委  

員　
下
田
富
盛
殿

境  

内  

委  

員　
濱
野
博
殿

境  

内  

委  

員　
鵜
野
文
夫
殿

境  

内  

委  

員　
大
谷
光
康
殿

境  

内  

委  

員　
平
山
眞
栄
殿

境  

内  

委  

員　
岡
部
忠
明
殿

境  

内  

委  

員　
中
野
敏
男
殿

境  

内  

委  

員　
松
川
正
秀
殿

境  

内  

委  

員　
櫻
井
清
一
殿

境  

内  

委  

員　
大
谷
孝
良
殿

　
ア
ス
タ
専
門
店
街
出
店
者
会
・
株
式

会
社
ア
ス
タ
西
東
京
・
極
真
空
手
田
無

道
場
・
警
視
庁
田
無
警
察
署
・
國
學
院

大
學
若
木
睦
・
三
榮
神
輿
保
存
会
・
三

榮
神
輿
保
存
会
花
風
舞
綺
・
サ
ン
サ
ー

ビ
ス
・
田
無
北
口
商
店
会
・
田
無
北
口

商
店
会
花
水
貴
・
田
無
交
通
安
全
連
合

会
青
年
部
・
田
無
商
業
協
同
組
合
・
田

無
神
社
維
持
費
奉
納
崇
敬
者
・
田
無
神

社
氏
子
青
年
部
・
田
無
神
社
職
員
会
・

田
無
神
社
職
員
つ
む
ぎ
会
・
田
無
神
社

崇
敬
会
・
田
無
神
社
世
話
人
会
・
田
無

神
社
総
代
会
・
田
無
神
社
奉
賛
会
・
田

無
神
社
奉
仕
団
・
田
無
囃
子
保
存
会
・

大
栄
商
店
会
・
第
４
区
本
町
会
奉
賛
会
・

東
京
信
用
金
庫
田
無
支
店
・
西
東
京
市

交
通
安
全
協
会
・
西
東
京
市
消
防
団
・

西
東
京
青
年
会
議
所
・
西
東
京
市
防
犯

協
会
・
橋
場
商
店
会
・
保
谷
和
太
鼓
会
・

柳
沢
津
島
神
社
敬
神
会
・
柳
沢
文
化
財

保
存
会
・
六
商
協
議
会
半
纏
保
存
会

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　
「
千
貫
神
輿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
大

き
な
神
輿
を
田
無
神
社
奉
賛
会
が
、
ご

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
神
輿
は
昭

和
50
年
に
奉
製
さ
れ
、
立
川
諏
訪
祭
り

（
東
京
都
立
川
市
）
等
で
渡
御
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
「
千
貫
神
輿
」
を
二
車

線
の
狭
い
青
梅
街
道
で
も
安
全
に
渡
御

で
き
る
よ
う
に
修
復
し
、
神
輿
に
龍
の

彫
刻
を
施
し
ま
し
た
。
辰
年
に
ご
奉
納

さ
れ
た
こ
の
神
輿
の
名
称
を
「
千
貫
神

輿
」
か
ら
「
龍
神
神
輿
」
と
改
め
、
令

和
６
年
の
例
大
祭
で
お
披
露
目
い
た
し

ま
す
。「
龍
神
神
輿
」
を
例
大
祭
の
宵

宮
で
担
ぎ
、
こ
の
神
輿
の
歴
史
を
紡
い

で
い
き
ま
す
。

　
阿
波
洲
神
社
で
は
９
月
８
日
（
日
）

午
後
２
時
、
尉
殿
神
社
で
は
10
月
１
日

（
火
）
午
後
１
時
、
下
保
谷
天
神
社
で

は
10
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
に
例
大

祭
に
お
け
る
本
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
例
大
祭
に
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ

い
。

②

（令和6年10月1日発行） 

②

感
謝
　
担
ぎ
手
警
備
諸
団
体

例
大
祭
総
代
世
話
人
代
表

〜
歴
史
あ
る
神
輿
が
田
無
の
街
へ
〜

宵
宮
の
龍
神
神
輿

兼
務
社
例
大
祭
の
ご
案
内



十
月
十
二
日
�
土
� 

 

龍
神
・
女
神
輿
ル
�
ト 田無駅 

十
月
十
三
日
�
日
�
本
社
神
輿
ル
�
ト 田無駅 

③

田無神社社報
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田無神社例大祭の「10月13日(日)」に子供神輿を出します。
小学校3年生から6年生のお子さん先着100名が担ぐことができます。

次の項目をよく読んでふるってお申込みください。みんなでお祭りのお神輿を担ごう！

〔参加学年〕　小学校３年生、４年生、５年生、６年生
〔参加費〕　無料
〔申込期間と方法〕　９月７日(土)～10月６日(日)の間に田無神社社務所へ電話して申込み
　　　　　　　　　(電話番号０４２－４６１－４４４２)
　　　　　　　　　※先着100名が担ぐことができます。
　　　　　　　　　※お名前・電話番号、学年を伝えてください。

〔10月13日（日〕の集合時間・場所〕　
①集合時間・場所　10月13日(日)　午後２時30分までに田無駅北口ペデストリアンデッキ

下のアスタ１階入口前の受付
②受付で「はんてん」をお貸しします。

〔神輿ルートとタイムスケジュール〕
午後２時50分アスタ前出発→午後３時30分旧福澤屋駐車場(GSパーク駐車場)到着
※旧福澤屋駐車場(GSパーク駐車場)到着後、はんてんと交換にお菓子をお渡しします。

〔注意事項〕
①当日は、子供神輿責任者の指示に必ず従ってください。
②付き添いの親御さん、ご家族は神輿から離れて歩道から応援してください。
③荒天の場合は中止となります。
　その場合は前日までに田無神社ホームページでご案内します。
④神輿を担いだ際のケガ等について、応急処置はしますが、神社は責任を負いませんので、
十分ご注意ください。

 

１．担ぎ手は子供神輿責任者の指示に必ず従うこと。
１．申込期間内に所定の申込み方法で申し込んだ者のうち、先着100名が担ぎ手として神輿
を担ぐことができる。

１．付き添いの家族等は神輿から離れて歩道から応援する。
１．当日の所定の集合時間に集合場所ではんてんを貸与する。
１．神輿を担ぎ終わったらはんてんを返却する。
１．荒天の場合は中止する。その場合は前日までに田無神社ホームページで案内する。
１．神輿巡幸の際のケガ等について、応急処置はするが神社は責任を一切負わない。

（令和6年10月1日発行） 

④

子供神輿担ぎ手募集
10月13日(日) 午後2時50分出御

子供神輿規約



収
穫
し
た
野
菜

ピ
ー
マ
ン
の
採
取

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
採
取

６
月
29
日
（
土
）
に
田
無
神
社
農
園

で
「
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
」を
収
穫
し
、６
月
30
日（
日
）

斎
行
の
夏
越
大
祓
式
・
鎮
火
祭
で
お
供

え
し
ま
し
た
。
田
無
神
社
農
園
で
は
、

下
田
農
園
の
下
田
将
人
さ
ん
に
指
導
を

仰
ぎ
、
お
祭
り
・
祭
典
で
お
供
え
す
る

野
菜
・
果
物
を
栽
培
し
て
い
き
ま
す
。

農
園
で
の
野
菜
・
果
物
の
栽
培
の
状
況

等
に
つ
い
て
は
、
田
無
神
社
公
式

H
P
・
S
N
S
を
通
し
て
紹
介
し
て
ま

い
り
ま
す
。

龍
神
池
が
完
成
し
て
６
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
龍
神
池
に
は
「
コ
セ
ア
カ
ア

メ
ン
ボ
」、「
ケ
シ
カ
タ
ビ
ロ
ア
メ
ン
ボ
」

と
い
う
２
種
類
の
ア
メ
ン
ボ
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
ン
ボ
は
実
は
カ
メ
ム

シ
の
仲
間
。
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
な
口
を

し
て
い
て
水
面
に
落
ち
た
昆
虫
な
ど
の

体
液
を
吸
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
昆

虫
な
ど
が
落
ち
る
と
、
す
ば
や
く
接
近

し
て
前
脚
で
捕
獲
し
、
口
を
突
き
刺
し

て
消
化
液
を
注
ぎ
込
み
、
溶
け
て
液
状

に
な
っ
た
体
組
織
を
吸
汁
し
ま
す
。
カ

メ
ム
シ
と
同
じ
く
体
か
ら
匂
い
を
出
し
、

そ
れ
が
飴
の
よ
う
な
匂
い
で
あ
る
こ
と

が
名
前
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

池
を
じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
水
面
を
移

動
す
る
ア
メ
ン
ボ
た
ち
が
見
つ
か
る
ハ

ズ
で
す
。是
非
、探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

調
査
・
監
修
N
P
O 

b
i
r
t
h

田
無
神
社
農
園
で
野
菜
の
収
穫

田無神社社報

⑤

田
無
神
社
農
園

龍
神
池
レ
ポ
ー
ト

〜
生
命
が
宿
る
ビ
オ
ト
ー
プ
〜

第
11
回 「
意
外
と
知
ら
な
い
ア
メ
ン
ボ
の
こ
と
」



令
和
４
年
に
刊
行
し
た
御
遷
座
三
五

〇
年
記
念
誌
『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

田
無
神
社
』
の
第
８
章
「
神
社
と
戦
争
」

の
項
で
、
田
無
神
社
と
戦
争
の
関
わ
り

に
つ
い
て
祝
詞
や
資
料
を
纏
め
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
紙
幅
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
か
っ
た
祝
詞
や
資
料
を
、
田
無
神

社
社
報
で
数
号
に
渡
り
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

第
１
回
目
は
、
満
洲
事
変
と
日
中
戦

争
に
関
わ
る
「
満
洲
事
変
勃
発
奉
告
及

び
武
運
長
久
祈
願
祭
詞
」
と
「
満
洲
帝

国
皇
帝
陛
下
御
安
全
祈
念
祭
詞
」、「
戦

時
下
の
津
嶋
祭
」、「
日
中
戦
争 

辭
別

に
関
す
る
通
知
」、「
二.

二
六
事
件 

臨
時
祭
祝
詞
」、「
大
國
魂
神
社
に
お
い

て
武
運
長
久
祭
斎
行
」、「
国
体
明
徴
歌

十
首
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

満
洲
へ
の
武
力
進
攻
を
計
画
し
て
い

た
関
東
軍
将
校
に
よ
る
謀
略
で
、
昭
和

６
年
９
月
に
奉
天
郊
外
で
満
州
鉄
道
の

線
路
が
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
の
１

月
に
、
上
海
で
起
き
た
日
本
人
僧
侶
襲

撃
事
件
を
発
端
と
し
て
日
中
両
軍
が
衝

突
し
ま
す
。
そ
れ
を
引
き
金
に
日
本
は
、

陸
軍
を
上
海
地
方
に
派
遣
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
日
本
軍

は
戦
死
者
約
770
名
、
負
傷
者
2
3
0
0

名
以
上
と
い
う
損
害
を
出
し
、
日
露
戦

争
以
来
の
大
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
同

９
月
、
日
本
政
府
は
満
州
国
政
府
と
の

間
で
日
満
議
定
書
を
締
結
し
て
満
州
国

を
承
認
し
ま
す
。
中
国
政
府
は
国
際
連

盟
に
対
し
、
侵
略
行
為
で
あ
る
こ
と
を

提
訴
し
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
派
遣
さ

れ
ま
す
が
、
調
査
団
が
日
本
の
侵
略
行

為
で
あ
る
と
認
定
す
る
報
告
書
を
提
出

し
た
こ
と
で
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱

退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

満
州
事
変
に
伴
う
、
田
無
か
ら
の
出

兵
兵
士
は
昭
和
７
年
ま
で
に
８
名
で
し

た
。『

田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
に
は

満
州
事
変
後
の
武
運
長
久
祭
つ
い
て
下

記
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
満
州
事
変
後
、
銃
後
の
援
護
活
動

も
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
６
年
12
月
13
日
、

在
郷
軍
人
会
田
無
分
会
が
田
無
神
社
で
、

入
隊
営
兵
士
の
た
め
の
神
前
式
並
に
国

運
進
展
満
州
出
兵
兵
士
武
運
長
久
祈
願

祭
を
、
ま
た
、
32
年
２
月
17
日
に
は
田

無
神
社
が
祈
年
祭
に
併
せ
て
、
田
無
か

ら
の
出
兵
兵
士
の
為
の
「
武
運
長
久
祈

願
祭
」
を
挙
行
し
て
い
る
。
田
無
神
社

は
出
征
兵
士
送
迎
の
際
の
神
前
式
を
司

る
ほ
か
、
祈
年
祭
、
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
、

例
大
祭
、
新
嘗
祭
な
ど
恒
例
の
祭
り
に

は
必
ず
兵
士
の
武
運
長
久
祈
願
を
併
せ

お
こ
な
っ
て
お
り
、
神
社
の
果
た
す
役

割
が
事
変
後
、
一
段
と
大
き
く
な
っ
て

い
る
。」『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』

816
頁
引
用

日
中
戦
争
は
、
昭
和
12
年
か
ら
昭
和

20
年
ま
で
、
大
日
本
帝
国
と
中
華
民
国

の
間
で
行
わ
れ
た
戦
争
で
す
。
北
京
郊

外
で
の
武
力
衝
突
を
き
っ
か
け
に
、
華

北
か
ら
華
中
へ
と
戦
争
を
拡
大
し
、
首

都
南
京
を
占
領
。
さ
ら
に
華
南
に
入
り
、

中
国
軍
と
の
戦
争
は
全
土
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
盧
溝
橋
事
件
後
、
田
無

で
も
兵
士
の
召
集
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
に
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
昭
和
12
年
７
月
に
起
こ
っ
た
盧
溝

橋
事
件
を
機
に
日
中
間
の
戦
争
が
全
面

化
す
る
と
、
田
無
で
は
兵
士
の
召
集
が

相
次
ぎ
、
動
員
下
令
は
、
年
末
ま
で
に

20
回
に
お
よ
ん
だ
。
1
9
3
7
年
中
に

田
無
町
か
ら
召
集
さ
れ
た
兵
士
は
55
人
、

在
営
者
中
の
出
征
者
数
は
13
名
に
お
よ

ん
だ
。
・
・
・（
中
略
）・
・
・
日
中
戦

争
開
始
後
最
初
の
召
集
が
、
小
林
春
吉
、

今
井
啓
治
、
石
塚
甚
吉
の
三
名
に
伝
え

ら
れ
る
と
、
８
月
１
日
に
は
田
無
神
社

で
報
告
祭
な
ら
び
に
、
国
威
宣
揚
皇
軍

健
勝
祈
願
祭
が
実
施
さ
れ
た
。・・・（
中

略
）・
・
・
下
田
日
記
に
は
1
9
3
7

年
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
に

18
回
の
召
集
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
田

無
神
社
で
の
祈
願
祭
と
駅
で
の
見
送
り

が
行
わ
れ
た
・
・
・（
中
略
）・
・
・
39

年
９
月
か
ら
毎
月
１
日
を
興
亜
奉
公
日

と
し
て
、
神
社
参
拝
・
一
汁
一
菜
・
禁

酒
禁
煙
・
日
の
丸
弁
当
な
ど
を
励
行
さ

せ
た
。
田
無
小
学
校
で
は
興
亜
奉
公
日

に
は
青
少
年
学
徒
ニ
賜
リ
タ
ル
勅
語
の

奉
読
、
神
社
・
奉
安
殿
の
清
掃
参
拝
、

出
動
将
兵
の
武
運
長
久
・
戦
病
没
将
兵

の
慰
霊
黙
禱
、町
戦
死
者
の
墓
地
清
掃
・

墓
参
、
出
征
兵
士
へ
の
慰
問
文
発
送
、

学
校
ノ
為
謝
恩
ノ
勤
労
奉
仕
が
実
施
さ

れ
て
い
る
・
・
・（
中
略
）・
・
・
１
９

３
８
年
か
ら
毎
年
７
月
７
日
に
は
支
那

事
変
記
念
日
の
行
事
が
施
行
さ
れ
て
い

る
が
、
一
周
年
記
念
日
に
は
田
無
神
社

で
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
と
護
国
の
英

霊
に
対
し
黙
禱
、
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ

て
い
る
」

『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
826
頁

〜
830
頁
引
用

（令和6年10月1日発行） 
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「
満
洲
事
変
と
日
中
戦
争
」

第
１
回  

満
州
事
変
と
日
中
戦
争

シ 

リ 

ー 

ズ

「
田
無
神
社
と
戦
争
」



令
和
４
年
に
刊
行
し
た
御
遷
座
三
五

〇
年
記
念
誌
『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

田
無
神
社
』
の
第
８
章
「
神
社
と
戦
争
」

の
項
で
、
田
無
神
社
と
戦
争
の
関
わ
り

に
つ
い
て
祝
詞
や
資
料
を
纏
め
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
紙
幅
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
か
っ
た
祝
詞
や
資
料
を
、
田
無
神

社
社
報
で
数
号
に
渡
り
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

第
１
回
目
は
、
満
洲
事
変
と
日
中
戦

争
に
関
わ
る
「
満
洲
事
変
勃
発
奉
告
及

び
武
運
長
久
祈
願
祭
詞
」
と
「
満
洲
帝

国
皇
帝
陛
下
御
安
全
祈
念
祭
詞
」、「
戦

時
下
の
津
嶋
祭
」、「
日
中
戦
争 

辭
別

に
関
す
る
通
知
」、「
二.

二
六
事
件 

臨
時
祭
祝
詞
」、「
大
國
魂
神
社
に
お
い

て
武
運
長
久
祭
斎
行
」、「
国
体
明
徴
歌

十
首
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

満
洲
へ
の
武
力
進
攻
を
計
画
し
て
い

た
関
東
軍
将
校
に
よ
る
謀
略
で
、
昭
和

６
年
９
月
に
奉
天
郊
外
で
満
州
鉄
道
の

線
路
が
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
の
１

月
に
、
上
海
で
起
き
た
日
本
人
僧
侶
襲

撃
事
件
を
発
端
と
し
て
日
中
両
軍
が
衝

突
し
ま
す
。
そ
れ
を
引
き
金
に
日
本
は
、

陸
軍
を
上
海
地
方
に
派
遣
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
日
本
軍

は
戦
死
者
約
770
名
、
負
傷
者
2
3
0
0

名
以
上
と
い
う
損
害
を
出
し
、
日
露
戦

争
以
来
の
大
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
同

９
月
、
日
本
政
府
は
満
州
国
政
府
と
の

間
で
日
満
議
定
書
を
締
結
し
て
満
州
国

を
承
認
し
ま
す
。
中
国
政
府
は
国
際
連

盟
に
対
し
、
侵
略
行
為
で
あ
る
こ
と
を

提
訴
し
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
派
遣
さ

れ
ま
す
が
、
調
査
団
が
日
本
の
侵
略
行

為
で
あ
る
と
認
定
す
る
報
告
書
を
提
出

し
た
こ
と
で
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱

退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

満
州
事
変
に
伴
う
、
田
無
か
ら
の
出

兵
兵
士
は
昭
和
７
年
ま
で
に
８
名
で
し

た
。『

田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
に
は

満
州
事
変
後
の
武
運
長
久
祭
つ
い
て
下

記
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
満
州
事
変
後
、
銃
後
の
援
護
活
動

も
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
６
年
12
月
13
日
、

在
郷
軍
人
会
田
無
分
会
が
田
無
神
社
で
、

入
隊
営
兵
士
の
た
め
の
神
前
式
並
に
国

運
進
展
満
州
出
兵
兵
士
武
運
長
久
祈
願

祭
を
、
ま
た
、
32
年
２
月
17
日
に
は
田

無
神
社
が
祈
年
祭
に
併
せ
て
、
田
無
か

ら
の
出
兵
兵
士
の
為
の
「
武
運
長
久
祈

願
祭
」
を
挙
行
し
て
い
る
。
田
無
神
社

は
出
征
兵
士
送
迎
の
際
の
神
前
式
を
司

る
ほ
か
、
祈
年
祭
、
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
、

例
大
祭
、
新
嘗
祭
な
ど
恒
例
の
祭
り
に

は
必
ず
兵
士
の
武
運
長
久
祈
願
を
併
せ

お
こ
な
っ
て
お
り
、
神
社
の
果
た
す
役

割
が
事
変
後
、
一
段
と
大
き
く
な
っ
て

い
る
。」『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』

816
頁
引
用

日
中
戦
争
は
、
昭
和
12
年
か
ら
昭
和

20
年
ま
で
、
大
日
本
帝
国
と
中
華
民
国

の
間
で
行
わ
れ
た
戦
争
で
す
。
北
京
郊

外
で
の
武
力
衝
突
を
き
っ
か
け
に
、
華

北
か
ら
華
中
へ
と
戦
争
を
拡
大
し
、
首

都
南
京
を
占
領
。
さ
ら
に
華
南
に
入
り
、

中
国
軍
と
の
戦
争
は
全
土
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
盧
溝
橋
事
件
後
、
田
無

で
も
兵
士
の
召
集
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
に
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
昭
和
12
年
７
月
に
起
こ
っ
た
盧
溝

橋
事
件
を
機
に
日
中
間
の
戦
争
が
全
面

化
す
る
と
、
田
無
で
は
兵
士
の
召
集
が

相
次
ぎ
、
動
員
下
令
は
、
年
末
ま
で
に

20
回
に
お
よ
ん
だ
。
1
9
3
7
年
中
に

田
無
町
か
ら
召
集
さ
れ
た
兵
士
は
55
人
、

在
営
者
中
の
出
征
者
数
は
13
名
に
お
よ

ん
だ
。
・
・
・（
中
略
）・
・
・
日
中
戦

争
開
始
後
最
初
の
召
集
が
、
小
林
春
吉
、

今
井
啓
治
、
石
塚
甚
吉
の
三
名
に
伝
え

ら
れ
る
と
、
８
月
１
日
に
は
田
無
神
社

で
報
告
祭
な
ら
び
に
、
国
威
宣
揚
皇
軍

健
勝
祈
願
祭
が
実
施
さ
れ
た
。・・・（
中

略
）・
・
・
下
田
日
記
に
は
1
9
3
7

年
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
に

18
回
の
召
集
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
田

無
神
社
で
の
祈
願
祭
と
駅
で
の
見
送
り

が
行
わ
れ
た
・
・
・（
中
略
）・
・
・
39

年
９
月
か
ら
毎
月
１
日
を
興
亜
奉
公
日

と
し
て
、
神
社
参
拝
・
一
汁
一
菜
・
禁

酒
禁
煙
・
日
の
丸
弁
当
な
ど
を
励
行
さ

せ
た
。
田
無
小
学
校
で
は
興
亜
奉
公
日

に
は
青
少
年
学
徒
ニ
賜
リ
タ
ル
勅
語
の

奉
読
、
神
社
・
奉
安
殿
の
清
掃
参
拝
、

出
動
将
兵
の
武
運
長
久
・
戦
病
没
将
兵

の
慰
霊
黙
禱
、町
戦
死
者
の
墓
地
清
掃
・

墓
参
、
出
征
兵
士
へ
の
慰
問
文
発
送
、

学
校
ノ
為
謝
恩
ノ
勤
労
奉
仕
が
実
施
さ

れ
て
い
る
・
・
・（
中
略
）・
・
・
１
９

３
８
年
か
ら
毎
年
７
月
７
日
に
は
支
那

事
変
記
念
日
の
行
事
が
施
行
さ
れ
て
い

る
が
、
一
周
年
記
念
日
に
は
田
無
神
社

で
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
と
護
国
の
英

霊
に
対
し
黙
禱
、
祈
願
祭
が
行
な
わ
れ

て
い
る
」

『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
826
頁

〜
830
頁
引
用

昭
和
６
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
た

こ
と
を
奉
告
す
る
祝
詞
で
す
。
満
州
事

変
は
、
昭
和
６
年
９
月
に
奉
天
郊
外
の

柳
条
湖
で
、
関
東
軍
が
南
満
州
鉄
道
の

線
路
を
爆
破
し
た
柳
条
湖
事
件
に
始
ま

り
、
関
東
軍
に
よ
る
満
州
全
土
の
占
領
、

昭
和
８
年
５
月
の
塘
沽
協
定
成
立
ま
で

を
指
し
ま
す
。

祝
詞
の
中
で
、
明
治
27
年
に
日
清
戦

争
、
明
治
37
年
に
日
露
戦
争
に
勝
利
し

た
こ
と
に
言
及
し
「
永
遠
尓
満
州
乃
地

乎
租
借
乃
地
登
奈
志
氐
（
中
略
）
三
十

年
尓
餘
畄
年
月
数
多
乃
人
々
乃
力
乎
盡

志
」
と
日
本
が
正
当
に
満
州
を
租
借
し

国
家
を
挙
げ
て
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と

を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
日
本

軍
が
古
来
よ
り
勇
猛
で
あ
る
こ
と
を
讃

え
て
、
さ
ら
な
る
武
運
長
久
を
祈
願
し

て
い
ま
す
。「
武
運
」
と
は
戦
い
や
戦

場
に
お
け
る
幸
運
を
言
い
、「
長
久
」

は
終
わ
る
こ
と
が
な
く
続
く
こ
と
を
言

い
ま
す
。
出
征
す
る
家
族
や
親
し
い
人

を
見
送
る
人
々
は
、
い
つ
ま
で
も
幸
運

が
続
き
、
無
事
に
帰
還
す
る
こ
と
を
切

に
願
い
、
こ
の
言
葉
を
送
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

田
無
神
社
宮
司
・
賀
陽
賢
司
と
田
無

町
長
・
鴨
志
田
五
兵
衛
氏
と
の
会
議
に

よ
っ
て
、
こ
の
祈
願
祭
を
斎
行
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
と
祝
詞
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
鴨
志
田
五
兵
衛
氏
は
町
議
を
６

期
務
め
た
後
、
昭
和
２
年
に
58
歳
で
町

長
に
就
任
し
、
昭
和
10
年
に
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

祝
詞
文
中
に
「
田
無
町
与
里
戦
場

尓
出
向
多
畄
伊
共
尓
各
母
各
母
大
砲
小

砲
槍
剣
乃
傷
乎
負
布
事
無
久
身
尓
種
々

乃
疾
種
々
乃
禍
事
無
久
・・・
」
と
あ
り
、

田
無
町
か
ら
戦
場
へ
向
か
う
人
々
に
怪

我
な
く
病
気
な
く
、
帰
っ
て
来
ら
れ
る

こ
と
を
こ
の
祝
詞
で
祈
願
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
田
無
町
よ
り
出
征
し
戦
死

し
た
、
鶴
田
茂
太
郎
氏
と
金
子
春
吉
氏

の
慰
霊
祭
が
昭
和
12
年
９
月
８
日
に
田

無
神
社
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰

霊
祭
に
は
、
田
無
町
長
を
は
じ
め
地
元

住
民
た
ち
が
参
列
さ
れ
故
人
を
偲
び
ま

し
た
。

文
中
に
「
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
穢

伎
醜
伎
奴
等
乃
襲
来
」
と
あ
り
、
南
満

州
鉄
道
線
路
の
爆
発
は
「
穢
れ
た
醜
い

奴
ら
の
襲
来
」
に
よ
っ
て
起
き
た
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
、文
中
に
「
迎
戦
防
伎

戦
比
」と
あ
り
、日
本
軍
の
戦
い
は
あ
く

ま
で
も
防
衛
で
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
関
東
軍
は
嫩
江
・
チ
チ
ハ

ル
作
戦
を
遂
行
し
11
月
19
日
に
チ
チ
ハ

ル
を
占
領
し
ま
し
た
。

田無神社社報
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満
洲
事
変
勃
発
奉
告
及
び
武
運
長
久
祈
願
祭
詞



こ
の
祝
詞
は
、
満
洲
帝
国
皇
帝 

愛

新
覚
羅
溥
儀
が
昭
和
天
皇
の
招
待
に
よ

り
、
昭
和
10
年
４
月
に
日
本
を
国
賓
と

し
て
公
式
訪
問
す
る
際
の
安
全
祈
願
の

祝
詞
で
あ
り
、
東
京
府
神
職
會
よ
り
各

神
社
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

溥
儀
は
中
華
圏
最
後
の
皇
帝
で
、
そ

の
生
涯
を
題
材
に
し
た
映
画
「
ラ
ス
ト

エ
ン
ペ
ラ
ー
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

溥
儀
一
行
は
公
式
訪
問
の
際
に
、
日

本
側
が
比
叡
を
御
召
艦
と
し
て
提
供
し

た
の
で
、
満
洲
海
軍
艦
を
使
用
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
東
京
駅
に
到
着
し
た
際
に

は
、
両
国
の
深
い
関
係
を
表
す
よ
う
に
、

昭
和
天
皇
自
ら
が
、
駅
の
ホ
ー
ム
ま
で

迎
え
に
行
く
と
い
う
、
日
本
の
歴
史
上

無
い
異
例
の
歓
待
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
赤
坂
離
宮
に
滞
在
し
、

公
式
晩
餐
会
が
開
か
れ
、
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
昭
和
15
年
の
皇
紀
２
６
０
０

年
記
念
行
事
が
東
京
で
行
わ
れ
た
際
に

も
、
奉
祝
の
た
め
に
再
び
訪
日
し
、
伊

勢
神
宮
な
ど
を
参
拝
し
ま
し
た
。

祝
詞
文
中
に
「
三
月
一
日
刀
言
布
璽

満
洲
帝
国
皇
帝
乃
御
位
璽
即
加
世
給
比

閉
里
之
乎
康
徳
刀
改
米
給
閉
里
・
・
・
」

と
あ
る
の
は
、
昭
和
10
年
３
月
１
日
に

溥
儀
は
満
洲
帝
国
皇
帝
に
即
位
し
、「
康

徳
帝
」
と
称
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
満
洲

国
で
は
日
本
の
皇
室
と
の
混
同
を
避
け

る
た
め
、「
帝
室
」と
呼
ん
で
区
別
し
ま

し
た
。

祝
詞
文
中
に
「
彼
乃
邦
刀
我
賀
邦
刀

波
歯
刀
唇
刀
乃
如
久
互
美
璽
相
離
禮
奴

國
柄
」
と
あ
り
ま
す
。「
歯
と
唇
と
の

如
く
」
の
意
味
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

慣
用
句
の
「
唇
滅
び
て
歯
寒
し
」
の
類

語
で
あ
る
と
し
た
ら
、
日
本
と
満
洲
帝

国
は
歯
と
唇
の
よ
う
に
「
互
い
に
助
け

合
う
べ
き
」
関
係
性
が
あ
る
と
読
解
で

き
ま
す
。
満
洲
皇
帝
は
日
本
の
天
皇
制

を
そ
の
ま
ま
満
洲
国
に
持
ち
込
む
形
と

な
り
、
日
系
官
吏
や
関
東
軍
の
よ
る
統

制
を
受
け
続
け
ま
し
た
。
帝
政
移
行
の

背
景
に
は
、
日
本
に
よ
る
満
洲
国
の
指

導
と
日
満
一
体
化
を
よ
り
、
強
力
に
す

す
め
る
と
い
う
意
図
が
存
在
し
ま
し
た
。

祝
詞
文
中
に
あ
る
「
阿
須
波
乃
神
」

は
宮
中（
宮
廷
）守
護
の
神
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
居
宣
長
の
『
古
事
記

伝
』に
お
い
て
は「
ア
ス
ハ
」を「
足
場
」

の
変
化
と
解
し
、
足
で
踏
み
立
つ
場
所

を
護
る
神
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、万
葉

集
の
防
人
の
歌
に
は
「
庭
中
の
阿
須
波

の
神
に
小
柴
さ
し
吾
は
斎
わ
ん
帰
り
来

ま
で
に
」
と
あ
り
、
旅
中
や
家
を
離
れ

た
者
の
無
事
を
祈
る
神
と
し
て
い
ま
す
。

（令和6年10月1日発行） 
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満
洲
帝
国
皇
帝
陛
下
御
安
全
祈
念
祭
詞



田無1区の天王祭の服装
（昭和30年代）表彰状

神
社
功
労
者
表
彰
申
請
書

田
無
神
社
境
内
末
社
の
津
嶋
神
社
の

大
祭
は
、
毎
年
７
月
15
日
に
津
嶋
祭
と

し
て
斎
行
し
田
無
２
区
「
津
島
神
社
敬

神
会
」
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
神
社
功
労
者
表
彰
申
請
書
」

に
は
、
昭
和
敬
神
会
会
長 

野
口
秋
太

郎
氏
、
昭
和
敬
神
会
副
会
長 
小
山
壽

平
氏
を
称
え
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
中
に
は
、
戦
時
下
で
、「
津
島

神
社
敬
神
会
」
の
会
員
が
減
少
し
、
お

神
輿
の
渡
御
、
祭
礼
も
縮
小
す
る
中
、

こ
の
２
名
が
中
心
と
な
り
、
私
財
を
投

じ
、「
津
島
神
社
敬
神
会
」
を
「
昭
和

敬
神
会
」
に
名
前
を
改
め
、
新
た
に
会

則
を
定
め
て
、
神
社
の
隆
盛
の
た
め
に

尽
く
し
た
の
で
表
彰
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
中
頃
ま
で
、
１
区
の
津
島
神
社

の
神
輿
と
２
区
の
津
嶋
神
社
の
神
輿
が

そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
の
上
に
祀
ら
れ
た
鳳

凰
を
取
り
合
う
喧
嘩
神
輿
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
田
無
１
区
の
津
嶋
祭
は
「
天

王
祭
」
と
し
て
毎
年
７
月
第
２
週
の
日

曜
日
に
斎
行
さ
れ
現
在
で
も
神
輿
の
渡

御
が
あ
り
ま
す
が
、
田
無
２
区
の
「
津

嶋
祭
」
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

田
無
市
史
第
四
巻
民
俗
編
に
下
記
の
よ

う
に
、
喧
嘩
神
輿
の
記
述
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
７
月
15
日
は
休
日
で
あ
り
、
昭
和

30
年
頃
ま
で
喧
嘩
神
輿
は
行
わ
れ
て
い

た
が
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
な
く
な
り
や

め
て
し
ま
っ
た
。
明
治
の
末
頃
ま
で
５

区
に
あ
っ
た
八
坂
神
社
に
も
神
輿
が
あ

り
、
天
王
様
の
祭
り
の
日
に
は
１
区
、

２
区
、
５
区
の
神
輿
が
石
神
井
川
を
は

さ
ん
で
喧
嘩
で
賑
わ
っ
た
」

『
田
無
市
史
第
四
巻
民
俗
編
』（
P

448
）
引
用

田無神社社報
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戦
時
下
の
津
嶋
祭



津嶋神社敬神会記念撮影（大正15年7月15日）

昭和敬神会会則

（令和6年10月1日発行） 

⑩



1区神輿渡御（令和5年）

1区の神輿（昭和30年代） 一の鳥居付近（昭和30年代）

記念撮影（昭和35年） 記念撮影（昭和30年代）

1区津嶋神社例大祭（令和6年）

1区神輿神幸祭（令和元年） 1区子供神輿渡御（令和4年）

田無神社社報
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写
真
で
振
り
返
る
津
嶋
祭
（
天
王
祭
）



こ
れ
は
昭
和
12
年
12
月
22
日
に
内
務

省
よ
り
全
国
の
神
社
に
発
令
さ
れ
た
歳

旦
祭
の
祝
詞
に
関
す
る
通
知
で
す
。「
辭

別
」
と
は
祝
詞
の
中
で
別
段
を
設
け
、

こ
と
ば
を
改
め
て
奏
上
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
通
知
で
は
年
ご
と
に
各
神
社
で
元

旦
に
斎
行
さ
れ
る
歳
旦
祭
の
祝
詞
に
、

日
中
戦
争
に
関
す
る
内
容
を
追
加
し
て

奏
上
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

文
中
で
は
「
既
爾
彼
乃
國
乃
首
都
乎
左

閉
攻
落
志
奴
」
と
あ
り
、
中
華
民
国
の

首
都
南
京
を
陥
落
さ
せ
た
こ
と
を
奉
告

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
戦
争
に

お
け
る
軍
人
た
ち
の
安
全
と
戦
勝
を
祈

願
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
京
府
神
職
會
長
か
ら
の
、

二･

二
六
事
件
発
生
を
受
け
て
、
臨
時

祭
を
斎
行
す
る
こ
と
を
促
す
旨
の
通
知

書
で
す
。
二･

二
六
事
件
発
生
か
ら
５

ヶ
月
後
の
昭
和
11
年
７
月
27
日
、
28
日
、

29
日
に
臨
時
祭
を
執
り
行
う
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。
二･

二
六
事
件
で
は
、

岡
田
啓
介
首
相
と
誤
認
さ
れ
た
義
弟
で

秘
書
で
あ
っ
た
松
尾
伝
蔵
海
軍
大
佐
が

射
殺
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
高
橋
是
清

蔵
相
、
斎
藤
実
内
大
臣
、
渡
辺
錠
太
郎

教
育
総
監
が
殺
害
さ
れ
、
鈴
木
貫
太
郎

侍
従
長
が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

文
中
に
「
帝
都
乃
内
爾
由
久
利
奈
伎

事
共
起
里
氐
大
御
心
乎
悩
奉
理
氐
・・
」

と
あ
り
、
昭
和
天
皇
が
事
件
に
対
し
て

悩
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
ク

ー
デ
タ
ー
は
天
皇
が
断
固
た
る
討
伐
の

意
思
を
示
し
て
鎮
圧
へ
と
向
か
い
、
２

月
29
日
に
終
息
し
ま
し
た
。

（令和6年10月1日発行） 

⑫

日
中
戦
争 

辭
別
に
関
す
る
通
知

二･

二
六
事
件 

臨
時
祭
祝
詞



十
首
の
中
に
は
、
明
治
天
皇
御
製
や

国
歌
、
萬
葉
集
の
防
人
歌
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
国
体
明
徴
は
天
皇
中
心
の
国

体
観
念
を
明
確
に
証
拠
立
て
る
こ
と
で

す
。
国
体
明
徴
声
明
は
昭
和
10
年
に
、

天
皇
機
関
説
事
件
の
中
で
軍
部
や
右
翼

団
体
が
時
の
岡
田
内
閣
に
迫
っ
て
出
さ

せ
た
政
府
声
明
で
す
。

北
多
摩
郡
内
の
各
神
社
（
田
無
神
社

含
む
）
の
神
璽
を
大
國
魂
神
社
に
勧
請

し
、郡
内
出
身
の
在
満
将
兵
の
た
め
に
、

武
運
長
久
祈
願
祭
を
執
り
行
う
旨
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
無
神
社
で
は
昭
和
６
年
の
満
州
事

変
以
降
に
、
数
年
間
に
渡
り
、
４
月
の

五
穀
豊
穣
祈
願
祭
に
あ
わ
せ
て
、
満
州

に
出
兵
し
た
兵
士
の
武
運
長
久
祈
願
祭

を
斎
行
し
、
氏
子
崇
敬
者
よ
り
奉
納
金

を
募
っ
て
い
ま
し
た
。

田無神社社報
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大
國
魂
神
社
に
お
い
て
武
運
長
久
祭
斎
行

国
体
明
徴
歌
十
首



通常書体

例大祭書体酉の市書体 月次祭書体

巫女袴仕様 千早仕様

秋限定御朱印符 紅葉書体新嘗祭書体

10
月
12
日
（
土
）〜
11
月
30
日
（
土
）

の
期
間
、
秋
限
定
の
田
無
神
社
ご
神
木

の
銀
杏
の
葉
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
切
り

絵
の
御
朱
印
を
頒
布
い
た
し
ま
す
。
デ

ザ
イ
ン
な
ど
詳
細
は
10
月
初
旬
に
田
無

神
社
公
式
H
P
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

御
朱
印
帳
千
早
仕
様
は
、
全
面
織
り

仕
様
の
巫
女
袴
柄
（
緋
袴
仕
様
）
の
御

朱
印
帳
に
千
早
の
柄
を
あ
し
ら
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

頒
布
価
格
２
，０
０
０
円
。

銀
杏
や
楓
の
木
々
が
色
付
き
、
境
内

が
一
年
で
最
も
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま

す
。
10
月
・
11
月
は
、
下
記
の
日
程
で

御
朱
印
の
通
常
書
体
が
秋
の
特
別
な
書

体
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

月
次
祭
書
体
：
10
月
１
日（
火
）・
10
月

15
日（
火
）・
11
月
１
日

（
金
）・11
月
15
日（
金
）

例
大
祭
書
体
：
10
月
12
日（
土
）・
10
月

13
日（
日
）

酉
の
市
書
体
：
11
月
４
日（
月
）・
11
月

５
日（
火
）・
11
月
16
日

（
土
）・
11
月
17
日（
日
）・

11
月
29
日（
金
）

紅
葉
書
体
：
11
月
９
日（
土
）・
11
月

10
日（
日
）・
11
月
23
日

（
土
）・
11
月
24
日
（
日
）

新
嘗
祭
書
体
：
11
月
23
日（
土
）※

新
嘗

祭
書
体
を
半
紙
で
頒
布

い
た
し
ま
す
。

秋
限
定
御
朱
印
符
：
９
月
１
日（
日
）

〜
11
月
30
日（
土
）※

秋
限
定
御
朱
印
符

を
半
紙
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

（令和6年10月1日発行） 

⑭

秋
限
定
切
り
絵
御
朱
印

秋
の
御
朱
印

「
御
朱
印
帳
千
早
仕
様
」

　
頒
布
再
開
の
お
知
ら
せ



令
和
６
年
６
月
12
日(

水)

〜
７
月

16
日
（
火
）
の
期
間
、「
七
夕
て
る
て

る
ト
ン
ネ
ル
」
を
田
無
神
社
境
内
に
設

置
し
ま
し
た
。
例
年
、
色
と
り
ど
り
の

て
る
て
る
坊
主
が
飾
り
つ
け
ら
れ
た

「
七
夕
て
る
て
る
ト
ン
ネ
ル
」
が
、
６

月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で
田
無
神
社

境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
は
竹
と
笹
の
ト

ン
ネ
ル
を
境
内
に
設
置
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
時
期
が
梅
雨
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
よ
り
ト
ン
ネ
ル
に
て

る
て
る
坊
主
が
飾
り
付
け
ら
れ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

七
夕
ト
ン
ネ
ル
は
、
御
祭
神
の
級
津

彦
命
・
級
戸
辺
命
に
感
謝
し
、
台
風
や

雨
風
の
災
害
な
く
、
農
作
物
が
順
調
に

成
長
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
境
内
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

皆
様
が
お
願
い
ご
と
を
記
入
し
、
ト

ン
ネ
ル
に
結
び
つ
け
た
「
て
る
て
る
短

冊
」
は
７
月
中
旬
に
境
内
で
お
焚
き
上

げ
祭
を
斎
行

し
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込

め
て
神
様
に

奉
告
し
ま
し

た
。

田無神社社報

⑮

 

令
和
６
年

七
夕
て
る
て
る
ト
ン
ネ
ル



太鼓巡幸（令和５年）

抜穂祭の様子（令和5年）

新嘗祭　稲穂と神職（令和5年）

酉の市の様子（令和5年）

か
ら
は
、
打
ち
上
げ
花
火
が
あ
げ
る
予

定
で
す
。
皆
様

の
ご
参
拝
を
心

か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、

入
賞
４
名
、
入
選
25
名
を
選
出
す
る
予

定
で
す
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
見
事
に
入
賞
さ
れ
た

４
名
の
方
々
の
作
品
を
、
９
月
下
旬
に

田
無
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発

表
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
・
入
選

作
品
は
、
10
月
上
旬
に「
田
無
A
S
T
A

（
ア
ス
タ
）」２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に

て
展
示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

８
月
23
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
天

神
社
に
お
い
て
、
氏
子
総
代
参
列
の
下
、

初
穂
祭
及
び
天
神
社
大
太
鼓
お
披
露
目

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
太
鼓

は
昨
年
の
天
神
社
例
大
祭
で
90
年
ぶ
り

に
渡
御
を
復
活
さ
せ
た
歴
史
あ
る
大
太

鼓
で
す
。
本
年
、
こ
の
太
鼓
の
台
車
を

株
式
会
社
浅
野
太
鼓
楽
器
店
が
作
り
直

し
、
革
を
貼
替
え
て
新
調
し
ま
し
た
。

下
保
谷
天
神
社
で
は
10
月
12
日（
土
）

午
後
２
時
に
社
殿
で
例
大
祭
に
お
け
る

本
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
御
太
鼓
巡
幸
（
太
鼓
行
列
）
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
午
前
11
時
半
に
神

社
を
出
発
し
、
北
町
や
下
保
谷
を
渡
御

し
（
約
１
km
）
午
後
１
時
半
に
神
社
に

還
幸
し
ま
す
。
午
後
４
時
に
神
社
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
お
子
様
た
ち
に
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
午
後
８
時

新
嘗
祭
は
宮
中
恒
例
祭
典
の
中
の
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
天

皇
陛
下
自
ら
ご
栽
培
に
な
っ
た
新
穀
も

お
供
え
に
な
り
ま
す
。
田
無
神
社
や
保

谷
三
社
お
い
て
も
、
稲
の
収
穫
を
祝
い
、

翌
年
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
新
嘗
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
す
。

「
田
無
神
社　

11
月
23
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
」「
尉
殿
神
社
11
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
」「
天
神
社　

11
月
23
日

（
土
）
午
後
２
時
〜
」「
阿
波
州
神
社
11

月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
」。

田
無
神
社
干
支
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
募
集
を
８
月
31
日（
土
）

に
締
め
切
り
ま
し
た
。
西
東
京
市
を
は

じ
め
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
数
多
く
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
９

月
中
旬
に
切
絵
作
家
の
小
出
蒐
氏
、
漫

画
家
の
ク
ロ
マ
ツ
テ
ツ
ロ
ウ
氏
に
よ
る

伊
勢
の
神
宮
で
は
、
毎
年
10
月
17
日

に
天
照
大
御
神
様
に
新
穀
を
奉
る
神
嘗

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
神
社
で

行
わ
れ
る
「
神
嘗
奉
祝
祭
」
は
、
伊
勢

の
神
宮
で
行
わ
れ
る
「
神
嘗
祭
」
を
奉

祝
し
、
今
年
の
豊
か
な
実
り
に
感
謝
し
、

国
の
平
穏
と
国
民
の
安
寧
を
祈
念
し
ま

す
。
田
無
神
社
で
は
、
お
供
え
す
る
稲

穂
を
刈
り
取
る
「
抜
穂
祭
」
を
10
月
上

旬
に
、神
嘗
奉
祝
祭
を
10
月
17
日
（
木
）

に
斎
行
し
ま
す
。

11
月
５
日
（
火
）
一
の
酉
、
11
月
17

日
（
日
）
二
の
酉
、
11
月
29
日
（
金
）

の
日
程
で
酉
の
市
（
熊
手
市
）
開
催
し

ま
す
。
一
の
酉
、
二
の
酉
、
三
の
酉
と

も
午
後
９
時
か
ら
社
殿
で
「
大
酉
祭
」

の
祭
事
を
執
り
行
い
ま
す
。
両
日
と
も
、

境
内
は
熊
手
屋
や
出
店
で
賑
わ
い
ま
す
。

是
非
、
酉
の
市
（
熊
手
市
）
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間
：
正
午
か
ら
午
後
10
時
迄

本
殿
拝
観
会
：
本
年
は
中
止

（令和6年10月1日発行） 

⑯

神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

天
神
社
初
穂
祭
と
太
鼓
お
披
露
目
式

新
嘗
祭

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

神
嘗
奉
祝
祭
と
抜
穂
祭

酉
の
市



一楽萬開札

卓上熊手五龍神祭（平成29年）

ラジオ収録 記念撮影（令和6年6月）

選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、

入
賞
４
名
、
入
選
25
名
を
選
出
す
る
予

定
で
す
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
見
事
に
入
賞
さ
れ
た

４
名
の
方
々
の
作
品
を
、
９
月
下
旬
に

田
無
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発

表
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
・
入
選

作
品
は
、
10
月
上
旬
に「
田
無
A
S
T
A

（
ア
ス
タ
）」２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に

て
展
示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

て
、
献
血
会
を
実
施
し
ま
す
。
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生

命
を
救
う
た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
14
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
11
時
〜
15
時
30
分

場
所
：
田
無
神
社　
参
集
殿

田
無
神
社
干
支
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
募
集
を
８
月
31
日（
土
）

に
締
め
切
り
ま
し
た
。
西
東
京
市
を
は

じ
め
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
数
多
く
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
９

月
中
旬
に
切
絵
作
家
の
小
出
蒐
氏
、
漫

画
家
の
ク
ロ
マ
ツ
テ
ツ
ロ
ウ
氏
に
よ
る

分
散
参
拝
の
観
点
か
ら
、
破
魔
矢
な

ど
の
縁
起
物
を
令
和
６
年
12
月
１
日

（
日
）
よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
７

年
の
初
詣
は
大
晦
日
や
三
が
日
な
ど
の

混
雑
す
る
日
を
避
け
、
分
散
参
拝
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

10
月
14
日
（
月
・
祝
）
に
国
登
録
有

形
文
化
財
の
田
無
神
社
参
集
殿
に
お
い

F
M
西
東
京
に
お
い
て
放
送
中
の

「
田
無
神
社
ラ
ジ
オ
」
が
８
年
目
に
突

入
！
毎
月
第
３
金
曜
日
13
時
〜
13
時
30

分
（
生
放
送
）
翌
週
金
曜
日
13
時
〜
13

時
30
分
（
再
放
送
）
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

聴
取
く
だ
さ
い
。

９
月
19
日
（
木
）
は
田
無
神
社
の
旧

例
祭
日
で
す
。
午
後
２
時
か
ら
摂
社
の

龍
神
社
（
黒
・
白
・
赤
・
青
）
の
例
祭

祭
典
（
五
龍
神
祭
）
を
執
り
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
列
で
き
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

「
令
和
７
年
の
吉
方
は
西
」

11
月
23
日
（
新
嘗
祭
）
か
ら
、
２
月

２
日(

節
分
祭
）
の
期
間
に
田
無
神
社

社
務
所
に
て
一
楽
萬
開
札
を
授
与
し
ま

す
。
一
楽
萬
開
札
を
そ
の
年
の
吉
方
に

お
祀
り
下
さ
い

一
楽
萬
開
札
を
受
け
る
事
に
よ
り
、

龍
神
様
よ
り
最
初
の
楽
を
い
た
だ
け
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
初
の
楽

を
一
楽
と
言
い
、
一
つ
の
楽
が
次
の
楽

を
呼
び
、
次
々
に
楽
が
集
ま
り
、「
萬

の
道
」
す
な
わ
ち
人
生
が
開
か
れ
る
こ

と
を
一
楽
萬
開
と
言
い
ま
す
。

田
無
神
社
に
お
い
て
、
立
派
に
成
長

し
た
お
子
様
の
姿
を
神
様
に
ご
覧
い
た

だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
の
ご
奉
告
と
今

後
の
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、10
月
19
日
（
土
）

か
ら
12
月
１
日
（
日
）
の
期
間
は
、
境

内
に
ト
ラ
ス
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
密
を

避
け
参
拝
者
相
互
の
距
離
を
と
っ
て
斎

行
い
た
し
ま
す
。

※

ご
祈
祷
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
順
次
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
混
雑
期
で
は
、
15

分
か
ら
30
分
程
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。初
穂
料
は
５
，０
０
０
円
、

１
０
，０
０
０
円
、
２
０
，０
０
０
円
以

上
の
３
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
祈
祷

の
内
容
は
同
じ
で
す
が
、
授
与
品
や
お

札
の
大
き
さ
な
ど
の
違
い
が
ご
ざ
い
ま

す
。

ご
祈
祷
受
付
時
間
：
９
時
〜
16
時

田無神社社報

⑰

旧
例
祭
日

お
正
月
縁
起
物

神
社
d
e
献
血

一
楽
萬
開
札

田
無
神
社
ラ
ジ
オ

七
五
三
参
り



紅葉　令和5年11月撮影 降雪　令和6年2月撮影

本社神幸祭　令和5年10月撮影 巫女　令和4年4月撮影

太鼓還幸　令和5年10月撮影 教える巫女と教わる巫女　令和4年4月撮影

宵宮の供奉　令和5年10月撮影 献饌　令和6年8月撮影

境 内 四 季

⑱

田無神社社報 （令和6年10月1日発行）


